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浦
添
市
は
近
年
、
人
口
が
伸
び
悩

む
な
か
、
子
育
て
世
代
の
近
隣
市
町

村
へ
の
転
出
等
に
よ
り
少
子
高
齢
化

が
確
実
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
住

み
よ
い
ま
ち
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
「
子
育
て
世
代
」
が
し
っ
か
り
と

定
住
し
、
社
会
参
加
し
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
「
居
住
の
受
け
皿
づ
く
り
」
と

し
て
、
南
第
一
地
区
、
南
第
二
地
区

及
び
て
だ
こ
浦
西
駅
周
辺
の
「
区
画

整
理
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、

子
育
て
世
代
の
定
住
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
働
き
た
い
と
思
う
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

保
育
所
と
幼
稚
園
の
機
能
を
併
せ
持

つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
整
備
や
保

育
士
の
確
保
な
ど
を
積
極
的
に
取
り

組
み
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
の
社
会
参
加
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は「
幸
せ
」と
は「
安
心
感
」と「
満

足
感
」
を
実
感
で
き
る
こ
と
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
浦
添
の
ま
ち
を
、
全
て
の
人
が
年

齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
ま
た
障
が

い
の
有
無
に
も
関
係
な
く
安
心
し
て

い
ら
れ
る
ま
ち
、
そ
し
て
全
て
の
人

が
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
活
動
し
、

や
り
が
い
と
満
足
感
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
、
そ
ん
な
「
幸
せ
」
な

ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
一
人
一
人
が
主
役
と

な
れ
る
よ
う
「
生
涯
学
習
」
と
「
市

民
の
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の

連
携
強
化
を
図
る
な
ど
市
民
が
満
足

で
き
る
環
境
を
築
き
、
市
民
の
幸
せ

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
市
民
の
生
活
様
式
と
価
値
観
の
多

様
化
に
伴
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
も
多
種

多
様
化
し
、
行
政
だ
け
で
対
応
す
る

こ
と
が
困
難
な
取
り
組
み
も
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
、

企
業
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
浦
添
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
力
添
え
を
賜
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
カ
ー
ミ
ー
ジ
ー
周
辺
に
お
い
て
は
、

「
浦
添
市
里
浜
の
保
全
及
び
活
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」
を
も
と
に
自
然

環
境
の
保
全
や
活
用
に
取
り
組
み
、

官
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
同
様
に
市
内
の
市
民
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
市
役
所
内
の
「
市

民
協
働
の
窓
口
」
を
一
元
化
し
、
市

民
と
行
政
が
対
等
の
立
場
で
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　「
真
に
住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り
に

向
け
、
そ
の
主
役
と
な
る
の
は
他
で

も
な
く
私
た
ち
「
う
ら
し
ー
ん
ち
ゅ
」

で
あ
り
ま
す
。「
沖
縄
一
優
し
い
福
祉

の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
平
成
30

年
度
を
「
う
ら
そ
え
福
祉
の
ま
ち
元

年
」
と
し
、
真
に
「
住
み
よ
い
ま
ち
」

を
官
民
連
携
で
築
い
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

※

施
政
方
針
と
今
年
度
に
取
り
組
む

主
な
施
策
を
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
政
運
営
の

　　
３
つ
の
柱

「
子
育
て
世
代
の

　社
会
参
加
支
援
」

「
市
民
の
幸
せ
づ
く
り
」
「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

平
成
30
年
度

希望と活力にあふれた
生活創造都市 

●沖縄都市モノレール延長整備の推進
●モノレール駅周辺のまちづくり
　 浦添前田駅周辺に計画している観光拠点施設の整備を推進します。 
 また、てだこ浦西駅周辺では、総合交通結節点機能をいかし、魅力あ 
 ふれる市街地整備を進めます。
●区画整理事業（南第一区、南第二区、浦添前田駅周辺
　及びてだこ浦西駅周辺）の推進
●那覇港港湾整備の推進

1 ともに支え合う
健康福祉都市 

●「（仮称）発達障がい児関連複合施設」整備事業の推進
 乳幼児から大人まで一貫した支援を行い、障がい者が地域で自立した 
 生活を営むことができるような環境を整えていくことを目指します。
●仲西幼稚園の認定こども園移行
　保育所と幼稚園の機能を併せ持つ「認定こども園」へ移行します。
●保育士の確保・離職防止に向けた取り組み
●妊婦歯科健診事業開始（乳幼児健康診査、2歳児歯科 
 健診と合わせて一貫したむし歯予防）

3

ひと・まち・未来が輝く
市民協働都市 

●ネーミングライツの導入
　施設の名称を募集し、スポンサー企業の社名やブランド名をつける 
 ことで新たな収入の確保と施設サービスの維持・向上を図ります。

●パートナーシップ制度の創設（性の多様性を認め合 
 う「レインボー都市うらそえ」の具現化）
　 同性のカップルにも夫婦と同じような権利を認めるため「パー 
 トナーシップ証明書」を交付する条例制定を目指します。

●市民協働ワンストップ窓口の設置

5

世界へ翼を広げる
交流文化都市

●幼稚園における特別支援教育の拡充
　これまでの５歳児対象の特別支援学級に加え、３歳児・４歳児も 
 対象とし、平成 31年度の設置に向けた準備を進めます。

●幼稚園３年保育の拡充（2園→3園）
●幼稚園給食の拡充（2園→8園）
●市立小中学校給食費全額補助（所得制限あり）
●深夜の子連れ飲食の制限
　関係団体と連携を図り、深夜 
 の子連れ飲食の制限や深夜 
 徘徊防止など、地域ぐるみで 
 健全育成に努めます。

2

安全安心でやすらぎにみちた
快適環境都市 

●「浦添市里浜の保全及び活用の促進に関する条例」 
 に基づく自然環境の保全や活用
　中南部の西海岸で最大規模の自然海浜が残っているイノー等の 
 自然環境を保全し、里浜の自然体験及び歴史・文化の学習・ 
 伝承の場として活用します。
●浦添市施設型共同墓の供用開始
 3,465壇の納骨壇と15,000体の焼骨を埋蔵できる合葬室を備え 
 た新たな形態の公営墓が供用開始されます。埋蔵された焼骨は将 
 来にわたって市が管理します。

4

今年度取り組む主な施策

新年度予算案

福祉、教育、公共施設の整備、環境保全など市町村の基本
的な施策を行うための会計です。

一般会計
513億8,000万円

企業会計
32億1,208万円特別会計

254億
1,345万2千円

●会計の区分について
一般会計

事業目的を限定し、特定の歳入を特定の支出に充てて経
理する会計で、国民健康保険、介護保険などがあります。特別会計

水道事業は独立採算による特定の事業を経理する会計で
「公営企業」として一般会計から独立しています。企業会計

施
政
方
針

浦
添
市
長
　
松
本 

哲
治

「沖縄一優しい福祉のまち」を合
言葉に、「全ての人がその人らし
い幸せを手に入れることを、みん
なの力で実現できるまち」を目
指し、浦添市民にとって真に「住
みよいまち」を築いてまいります。

▲施政方針の
ページ

▲整備中の那覇港港湾

▲小学校の給食時間

▲浦添前田駅のイメージ図
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　「声の広報」とは目の不自由な人にも「広報うら

そえ」を届けるために広報誌の内容を声でＣＤに

収録したものです。音訳ボランティア「はづきの

会」と「つわぶき」のメンバーが毎月録音してお

り、ボランティア連絡協議会から希望者へ送付さ

れている他、浦添市立図書館での貸出、ホーム

ページでの配信を行っています。

　「人名や地名などの固有名詞を誤読しないこと

はもちろんのこと、何より聞く人に伝わりやすい

ように必要以上に早くなったり遅くなったりし

ないように気をつけています」と話す音訳ボラン

ティアの皆さん。「必要な人に『声の広報』をもっ

と利用してもらいた

い」とその声に想いを

込めます。

録音室で声を録音する様子▶

浦添市ボランティア連絡協議会
〒901-2103 浦添市仲間1-1-2 1階
☎（874）4932

希望者には CD を送付することができますので、
お気軽にボランティア連絡協議会までお問い合
わせください。

問い
合わせ

　広報うらそえの記念すべき第１号。

新聞のようなタブロイド判で文字が

多く、地図は手書きで描かれていまし

た。浦添村長や村議会議長の祝辞、村

民の声の募集記事がありました。

第１号

1957

19572010

19702000現在

　子どもたちと広報

担当の自然な会話を

まとめたコーナー。普

段の子どもたちの言

葉遣いなどをそのま

ま掲載しているので、

当時流行っていたこ

とや元気な子どもた

ちの様子が伝わって

きます。

おーいガキんちょ！
すぺしゃる1990

　救急救助隊の一日

や救急車の中、救急車

の適正利用や救急救

命講習など、ほとんど

の情報が集まった内

容の濃い 4 ページ。県

コンクールの受賞号

でもあります。
　創刊から約61年、わかりやすく親しみのある誌面を目指して、特集記事や写

真にも力を入れてきた「広報うらそえ」。私たちは、これからも市民の皆さんが

もっと浦添市を知り、もっと浦添市が好きになり、まちづくりに参加するきっか

けになってもらえるような広報誌づくりに取り組んでいきますので、ぜひ皆さ

んの「声」をお聞かせください。

救急隊ってどんな
仕事をしているの2006

　元暴走族だった少

年や学校に行ってい

ない少年たちから実

際に話を聞き、青少年

の非行問題と向き

合っている特集。子ど

もたちの現状を知り、

周りは何ができるの

かを考えさせられる

内容になっています。

すくすく育て
浦添の子どもたち1993

　市内経済活性化のため

にカフェやそば屋さんな

ど市内のお店を多数紹介

しています。楽しんでも

らえる誌面になるように

写真やデザインを明るく

し、お店の方にも登場し

てもらいました。

もっと浦添を
楽しもう！2017

1957年（昭和32年）に創刊された「広報うらそえ」は、市役所の単なる掲示板ではなく、
市政を市民にわかりやすく伝え、市民の皆さんとの相互理解を深めたいという思いから始まりました。

　市昇格を祝い、特集号が発行されまし

た。当時の屋富祖大通りや浦添村だった時

のかわらぶきの旧庁舎の写真が掲載され

ました。また人口や財政、公共施設など浦

添市の現状を紹介していました。

市昇格

1970

1990

▲表紙がカラーに。 ▲第一回てだこまつり▲お年寄りがハブの学習 ▲敬老の日にお風呂で
　セクシーショット

▲サトウキビ刈り▲「全国広報コンクール」
の県代表になりました。

▲タイトル
「ワンは犬です！！」

▲浦添のナイチンゲール▲タイトルロゴが変化。 ▲市役所新庁舎が完成。

Urasoe City
 History

1970年7月浦添市役所庁舎（写真提供：沖縄県公文書館）

これからも人とまちをつなぐ広報誌を目指して…

歴代表紙
ピックアップ！！
歴代の表紙の中から節目となった年

やその時代ならではの風景、目を引

く表紙を選びました。

でお届けしています。
広報うらそえを
声

声の広報

▲（左から）上江洲美子さん、與那城政子さん、安田のり子さん、
平良友子さん、金城洋子さん

創刊
700
号記念

特集
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▲過去に掲載された広報誌を見て
　談笑するみなさん

小学校の入学式
幼馴染の親子で一緒に

平成4年5月号掲載

1992
EPISODE.3

　「こんな機会はめったにない。子どもたちが大きくなった

時にまた思い出話ができることがうれしい」と快く今回の企

画に応じてくれた仲村渠さんと稲福さん家族。

　当時写真を撮影した場所に集まり、広報誌を見て「広報誌

に載ったことで声をかけられるなどちょっとした有名人でし

た」「お母さんこの時何歳？自分たちよりも若いよねー」と、

当時を振り返りながら思い出話に花を咲かせました。

　「その時々の瞬間を撮影した写真は宝物です」と話す石川

さん（仲村渠さんの母）は当時の広報誌をラミネートして大

切に保管していると言います。稲福さんは「おじいちゃんが

今でも大切に保管しています」

と話してくれました。

　あれから 26 年、あの時表

紙を飾った女の子たちは、結

婚して子どもを授かり温かな

家庭を築いた今、親子三代素

敵な家族の姿がそこにはあり

ました。

（後列左）金城美智子さん
（後列右）石川佳奈枝さん
（前列左）稲福美和子さん
（前列右）仲村渠幸美さん

現在

26年前

奇抜な髪型で
参加した成人式

平成16年2月号掲載

2004
EPISODE.2

　2004年 2月号の成人式特集に載った嘉数源太さん。坊主

に剃り込みが入った奇抜なヘアスタイルで成人式に参加する

と、すぐに広報担当が声をかけてきて写真撮影されたと言い

ます。「たくさん撮った中の1人でまさか掲載されるとは思っ

ていなかった。お母さんは式典前日にその髪型を見て大激怒

していましたが、掲載後は嬉しそうだった」と笑いながら話

してくれました。最初は恥ずかしいと思っていたお母さんで

したが、知り合いだった広報担当に「息子さんだとは知らな

かった。髪型は奇抜だったが、スーツでビシッと決まってい

たので撮影した」という撮影理由を聞いて我が子に自信を持

つことができたと言います。当時はその写真をいつも財布に

入れてお守りのように毎日持ち歩いていたお母さん。今でも

広報誌の切り抜きを大事に保管しています。

▲いつも一緒で仲が良く、とても
　そっくりな双子の兄弟です。

浦添小6年生の時に
新年の抱負を語りました

平成24年1月号掲載

2012
EPISODE.1

　2012年、市内の11小学校の６年生に「新年の抱負」を聞く

企画で浦添小学校代表に選ばれ広報誌の表紙に掲載された

宮城兄弟。兄の修人さんが提案した『文武両道』という言葉を

描いたボードを手に笑顔でパシャリ。その目標を達成するか

のように、勉強もスポーツも一生懸命に取り組んだ結果、４月

からは大学生になります。「大学でも小学３年生から続けてい

るサッカーを継続して頑張りたい」と話してくれました。

　現在の２人が持ったボードには『凡事徹底』の文字。竜人さ

んは「普通のことをするのって意外と難しい」、修人さんは「人

にあいさつをしたり、落ちてるゴミを拾うなど当たり前のこと

だけどちゃんとできる

ように心掛けたい」と

意気込んでいました。

　当時の広報誌はお

ばあちゃんが今でも

大切に保管している

と言います。

現在

現在

6年前14年前

　
西
海
岸
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建

設
が
予
定
さ
れ
、
ほ
か
に
も
モ
ノ
レ
ー
ル
整

備
な
ど
注
目
を
浴
び
て
い
る
浦
添
市
。素
通

り
さ
れ
る
街
な
ん
て
言
わ
せ
ま
せ
ん
！（
笑
）

う
ら
そ
え

う
ら
そ
え

広
報
う
ら
そ
え
で

テ
ー
マ「
日
常
生
活
」

素
通
り
と

言
わ
れ
て
い
た
が

こ
れ
か
ら
は
！

　
生
活
習
慣
病
患
者
を
減
ら
す
事
は
浦
添

市
の
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
、
広
報
誌
で
も

大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。病
気
に
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
み
な
さ
ん
も
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル

飲
み
過
ぎ
医
者
か
ら

ラ
ブ
コ
ー
ル

　
広
報
担
当
と
し
て
、
と
て
も
嬉
し
い
川
柳

で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。浦
添
市
に

は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
魅
力
が
隠

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。み
な
さ
ん
で
街
の

魅
力
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
！

広
報
誌

ま
ち
の
魅
力
を

新
発
見
！

　
浦
添
市
に
モ
ノ
レ
ー
ル
が
や
っ
て
く
る

こ
と
を
知
っ
た
少
年
の
モ
ノ
レ
ー
ル
に
早

く
乗
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。 少

年
と 

夢
を
乗
せ
た

モ
ノ
レ
ー
ル

　
4
月
は
色
々
な
場
所
で
歓
迎
会
が
開
か

れ
ま
す
が
、
乾
杯
の
時
に
は
い
つ
も
側
に
三

ツ
星
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
す
ね
。み
ん

な
で
一
緒
に
ア
リ
乾
杯
！

歓
迎
会

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
で

ア
リ
乾
杯
！

　浦
添
市
で
暮
ら
し
て
い
て
面
白
か
っ
た

出
来
事
や
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

川
柳
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
そ
の
中
で
も
、
最
も
印
象
に
残
っ

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
リ
乾
杯
！

おっ！

ダ
メ
で
す
よ

　
今
ま
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
登
場
し
て
き
た
広
報
う
ら
そ
え
。「
過
去
に
広
報
誌
に

載
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
」を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
３
組
の
人
た
ち
が
取
材
に
応
じ
て
く
れ

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
、
掲
載
さ
れ
た
広
報
誌
を
今
で
も
大
切
に
保
管
し
て
お
り
、
掲
載
さ
れ
た

本
人
だ
け
で
は
な
く
、周
り
の
家
族
に
と
っ
て
も
大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

創刊700号記念特集
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浦添市民HAPPY
プレゼント　！！

おかげさまで「広報うらそえ」は700号を迎えることになりました。
企業様のご協力で豪華プレゼントをご用意しました。

4 月 27日 まで金

広報うらそえ

浦添市大平２丁目１－１
☎098-878-9558（代）
FAX.098-878-9516

応募締切

プレゼントの応募方法

● はがきで応募
官製はがきに必要事項を記入し、以下のあて先までお送
りください。
　　　　　〒901-2501　浦添市安波茶1-1-1　
　　　　　浦添市役所国際交流課
　　　　　「広報うらそえ700号記念プレゼント」係

● インターネットで応募
https://www.city.urasoe.lg.jp/
contact/700present
市ホームページの応募フォームで
必要事項を入力し応募してください。

❶応募できるのは、浦添市民に限ります。
❷当選した場合、窓口（浦添市役所4階 国際交流課）
　まで受け取りに来れる人に限ります。
　（月～金曜日の午前9時～午後5時　※祝日除く）
❸応募は１人１回とし、複数応募した場合は無効と
　させていただきます。
❹未成年の人はお酒への応募はできません。

＜必要事項＞
❶ご希望のプレゼント番号と賞品名
❷ご本人の氏名（漢字・フリガナ）
❸年齢
❹ 郵便番号・住所
❺ 電話番号
❻ メールアドレス
❼ アンケート「広報うらそえでよく読むページ」
　 A. 特集／B. なかゆくい／C. 市長コラム／
　 D. サッとごはん／E. てだっ子STUDIO／
　 F. ちむどんどん施設情報／
　 G.ROAD輝く人たち／H. お知らせ・募集
❽ 広報を読んだ感想やメッセージ、今後広報誌で   
　 取り上げてほしいこと

＜応募締切＞
平成30年4月27日（金）※はがきは当日消印有効

＜選考方法＞
厳正な抽選の上、当選者を決定、メールか電話で当選
者にのみ連絡します。窓口で受取をお願いします。飲
み物などは重たいので持ち運びに注意が必要。
5月7日（月）抽選、5日以内に連絡が取れない場合は、
当選辞退扱いとさせていただき再抽選を実施します。

あて先

広報うらそえ700号

必ず
お読み
ください

応募のきまり

【問い合わせ】 国際交流課（内線2613・2614）

県内ホテル宿泊券
1
名様

【本社】 浦添市牧港５丁目２－１
☎098-877-2341（代）
FAX.098-878-3842
http://www.kaeru.tv

株式会社太名嘉組様より

1
名様22

KZ-HP1100-K

お友だち募集中！！

広告

沖縄電力株式会社様より
パナソニック IHホットプレート 

株式会社太名嘉組
マンション建築、住宅建築、医療・福祉施設建築、公共工事

広告

http://www.oonaka.co.jp

プレゼント
番号

11
プレゼント
番号

オール電化のおトクな情報や
イベント情報をお届けします♪

付属の金属ヘラが
使える平面プレート

家族、親戚、友人でワイワイ楽しく！

※ご利用には利用限度額があります。（当選者にのみお伝えします）

県内100か所以上のホテルの中から
お好きなホテルにご宿泊できます。

※写真はイメージです。

〈ご利用期限〉
平成30年12月31日（月）まで

浦
添
市
の

﹁
街
づ
く
り
﹂
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

総合建設業

おおなかぐみ
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オリオンビール
商品1ケース

12
名様

オリオンビール株式会社様より

33
プレゼント
番号

浦添市字城間 1985-1
☎098-877-1133（代）
www.orionbeer.co.jp

広告

　オリオンドラフト（350ml×24缶）2名様
　麦職人（350ml×24缶）2名様
　ゼロスター（350ml×24缶）2名様
　贅沢気分（350ml×24缶）2名様
　クリアフリー（350ml×24缶）2名様
　オバァ自慢のさんぴん茶
　（480g×24缶）2名様

A

B

C

D

E

F

※未成年の方は「オバァ自慢のさんぴん茶」のみ応募可能です。

ブエノチキン1羽
7
名様

ブエノチキン浦添様より
55

プレゼント
番号

浦添市内間 1-14-2　☎098-876-0452
http://www.buenourasoe.com/

お～いお茶1ケース
（ペットボトル525ml×24本）

10
名様

沖縄伊藤園様より

66
プレゼント
番号

浦添市前田 1-54-2（浦添支店）
☎098-876-1808 FAX.098-876-1809
http://www.okinawa-itoen.jp/

ブエノチキン浦添

にんにく・お酢・ハーブのパワフルフード
沖縄県産やんばる若鶏 丸焼き専門店

広告広告

7種類ドリンク詰め合わせ
1ケース（200ml×24本）

7
名様

沖縄明治乳業株式会社様より

44
プレゼント
番号

①ミニッツメイド オレンジ100％
②ミニッツメイド グレープ100％
③ミニッツメイド レッド＆グリーンアップル100％
④明治アクアブルガリア マイルドプレーン
⑤明治COFFEEカフェオ・レ
⑥明治ロカボーノ
　香ばしキャラメルマキアート
⑦明治オ・レ いちご

7種類

コールマン ファンチェアダブル
チャムス クラシックデイパック

アウトドアショップNEOS様より

88
プレゼント
番号

浦添市牧港 2-50-11 ☎098- 877- 6122
http://www.outdoor-neos.com

■営業時間／ Lunch  11:00 ～ 14:30（L.O. 14:00）
　　　　　　Dinner 18:00 ～ 23:00（L.O. Food22:00/Drink22:30）
■定休日／毎週火曜日、1月１日、2日、旧盆最終日
※当店は全席禁煙となっております。喫煙はテラス席にてお願いいたします。

アイスパークペアご招待券 3
組様

フォーモストブルーシール株式会社様より

99
プレゼント
番号

【牧港本店】浦添市牧港 5-5-6
☎098-877-5103（代）
https://www.blueseal.co.jp

フォーモストブルーシール株式会社

1948年より皆様のご愛好をもちまして、
70周年を迎えることができました！
皆様へ感謝を込めて、創業当時のフレー
バーの復刻など様々な提案を展開してまい
ります。これからも皆様の笑顔とともに。

広告

世界
でひ
とつ
の

アイ
スを
作ろ
う！

てころんぴん大小セット
3
名様

うらそえ織様より
1010
プレゼント
番号

浦添市伊奈武瀬 1-7-2
浦添市養蚕絹織物施設サン・シルク２Ｆ
■営業時間／ 10：00～17：00
■定休日／月曜日

☎098-988-4459
http://urasoeori.ti-da.net

広告

東京ヤクルトスワローズ
選手サイン色紙

7
名様

東京ヤクルトスワローズ浦添協力会様より

1111
プレゼント
番号

　

ランチペア券 5
組様

ピザハウス港川本店様より

有効期限：平成３０年１２月２０日まで有効期限：平成３０年8月10日まで※平日のみご利用できます。
77

プレゼント
番号

浦添市港川 2-20-5
☎098-875-3939
http://pizzahouse.co.jp　

ピザハウス港川本店

アウトドアショップNEOS

広告

※写真のメニューは一例です。　※但しドリンク、デザートは付いておりません。

私達はアウトドアの楽しさ、素晴らしさ、感動体験を応援します。

広告

1
名様
各A

B  

コールマン
ファンチェアダブル
（ブルードット）

A チャムス
クラシックデイパック
（ネイビー／トマト）

B

お
し
ゃ
れ
な

ド
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
。

折
り
た
た
み
が
で
き
る

2
人
用
ロ
ー
チ
ェ
ア
。

メ
イ
ン
ル
ー
ム
は
A
4
を
収
納
で
き
る
、

使
い
勝
手
の
良
い
サ
イ
ズ
感
。

大
き
く
開
く
収
納
口
や

内
外
に
設
け
ら
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
も
便
利
。

（祝日に当たる時はその翌日）

山田哲人選手
西浦直亨選手
畠山和洋選手
廣岡大志選手

秋吉亮選手
寺島成輝選手
石川雅規選手

A

B

C

D

E

F

G
株式会社ヤクルト球団から
提供いただきました。

●キャンプ用品　●自転車
●ヨガ　●ウォーキング
●登山用品　●カヤック・SUP
●各種講演会・体験会
●イベント企画
ネオストラベル（沖縄県知事登録 2-279 号）
●山歩きツアー　●キャンプツアー
●トレッキングツアー　

※当選者には引き換えチケットをお渡しします。プレゼントは店頭での受け取りとなります。

浦添市勢理客 4-13-1 2階
（浦添商工会議所内）
☎098-877-4606
https://www.facebook.com/
YS.Urasoe.C.A/

東京ヤクルトスワローズ
浦添協力会

会員募集中！交流会で選手に会える！ 広告

浦添市牧港 1-65-1 ☎098-877-5274
http://www.okinawa-meiji.co.jp

広告

CMでおなじみの
キャラクター

LINEスタンプが
できました♪

はっぴぃ島の
ゆかいな仲間たち

昭和44年の創立以来、
浦添で牛乳類をはじめとした飲料、
デザート、アイスの生産・販売を
しています。沖縄らしさに
こだわった商品開発にも
取り組んでいます。

※写真はイメージです。

対象メニューは
日替わりランチ

１．本日のお魚料理
２．本日のお肉料理
３．本日の中華ランチ
の中からお選びできます。
（スープ、サラダ、メインプ
レート、ガーリックトース
ト、又はライス）
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開通間近の臨港道路浦添線と浦添北道路で、「夢のかけは
しリレーマラソン・夢のかけはしウォーク 〜西海岸関連道路
開通マジか〜」が開催されました。

「浦添北道路」は、開通後は自動車専用道路となり、歩いて
渡れるチャンスはこのイベントのみ。参加者は、家族やお
友達、職場の仲間とともに、完成した道路をその足で踏みし
め、眼前に広がる青空に青い海、吹きぬける心地よい海風を
受けながら夢のかけはしを満喫したようでした。

東日本大震災の発生時刻午後２時46分には、参加者らは
一斉に足を止め、1分間の黙とう捧げました。

全長4.5キロの道路は3月18日（日）に全面開通しています。

市内にある空き家・空き店舗などを合法民泊資産とし
て活用し、地域振興を図ることを目的に、浦添市は合法民
泊の運営サポートなどを手掛ける株式会社百戦錬磨、とま
れる沖縄株式会社と連携協定を締結しました。

合法民泊推進のための連携協定は県内初めてで、三者
は協力しながらこれまでの沖縄観光イメージとは違った

“ディープな暮らし体験”ができる「全く新しい沖縄の滞在
スタイル」の提供を目指します。

百戦錬磨代表取締役社長上山康博氏は「高いポテンシャ
ルを秘めた浦添市ならではの地域振興に取り組みたい」
と力強くコメントしました。

市民の演奏交流を通じた音楽文化の振興を目的に、「浦
添市民音楽祭2018」がてだこホールで開催されました。

第1部では、浦添市小中学生音楽コンクールグランプリ
受賞者や、浦添市を拠点に活動する音楽団体の演奏が披
露されました。市内の景勝地を歌った「浦添八景の歌」
が合唱団によって演奏されると、来場者は映し出された写
真とともにその歌詞やメロディーに聴き入った様子でした。

第2部では琉球交響楽団による絵本の読み聞かせコン
サートが公演され、来場者からは「浦添市の音楽レベルの
高さに感動しました」といった声が聞かれました。

誰もが安心・安全に暮らせるまちづくりの一環として、
浦添市、浦添警察署、浦添市社会福祉協議会、その他市内
10の団体・企業が地域見守りネットワーク事業の協定を
締結しました。

この事業は各団体や企業等が、日常業務のなかで郵便
物がたまっているなど「ちょっと気になる地域住民の異変」
に気づいたとき、浦添市（福祉総務課）または浦添市社会
福祉協議会に連絡するというもの。緊急の場合は浦添警
察署や浦添消防署に通報を行い、早期対応・地域の見守り
に努めます。現在も協力団体の募集をしており、たくさん
の団体・企業の参加を呼び掛けています。

「地域の子育てに活力あるシニアの社会参加を」をテー
マに第41回浦添市社会教育研究大会を開催しました。

浦城っ子児童センターぽかぽかステーションで子ども
たちに食育活動をしている山

や ま

田
だ

輝
て る

子
こ

さんや裏千家茶道を
小中学校で教えている仲

な か

大
だ い

洋
よ う

子
こ

さん、人権の日に中学校で
詩の朗読をした具

ぐ

志
し

堅
け ん

直
な お

子
こ

さんが活動を発表。参加者か
ら「子どもたちのために頑張る姿に感銘を受けた」「聞いた
話を今後いかしたい」と声がありました。

その後、地域コーディネーターも紹介され、活動の担い
手の増加に期待が高まりました。

『暮らしを楽しみながら、いざという時に役立つ知識や
技を身につける』をテーマに中央公民館が男の底力アップ
講座を開催しました。

男性の家事・育児参加応援を目的に、地域資源を活用し
ながらたき火でコーヒー焙煎やパンを焼いたり、カーミー
ジーで採れたアーサを使ってそばを作るなどして、いざとい
う時に身近にあるもので代用する術を学びました。

参加者からは「これを機に家族と過ごす時間をもっと増
やしていきたい」「アウトドアで挑戦したい」などの感想も
聞こえ、満足げな表情をにじませていました。

2/13（火）市内の合法民泊の普及を目指す2/24（土）浦添の「音楽の祭典」開催

3/11（日） 開通前西海岸関連道路で
　　　　 イベント開催

漆をもっと身近に感じてもらおうと、漆器に描かれ
る定番の模様を切り絵にしてランプシェードを手作り
する体験教室が浦添市美術館で開催されました。

参加した子どもたちは、使い慣れていない刃物の扱
いに苦戦しながらも、お父さんやお母さんに手伝って
もらいながら、最後まで熱心に作り上げました。

完成したランプシェードは、同日館内で開催された
音楽ユニットRyutyのコンサート会場を華やかに優し
く照らし、癒しの音楽と共に訪れた来場者の目を楽し
ませました。

2/16（金） 地域見守りネットワークの
　　　　 協定を締結

2 /17（土）～ 3/10（土）　
こだわりながら楽しむ、男の底力アップ

3/11（日） 美術館でランプシェード作り！
　　　　 展示室を華やかに飾る

2/23（金） 今こそ発揮！
　　　　　シニア世代の活力を！
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催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
と
ご

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
あ

の
道
路
を
走
り
、
浦
添
に
残
さ
れ
た
素
晴

ら
し
い
海
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。
カ
ー
ミ
ー
ジ
ー
周
辺
の
海
と
イ

ノ
ー
を
守
る
た
め
の
新
た
な
里
浜
条
例
も

で
き
た
。
大
切
な
の
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら

な
の
だ
。
大
切
な
海
を
破
壊
す
る
開
発
は

い
ら
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
反
対
だ
け

し
て
い
て
も
結
果
的
に
海
は
守
れ
な
い
。

単
純
な
二
者
択
一
で
は
大
切
な
も
の
は
守

れ
な
い
時
代
な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
に
は
今
、
創
意
工
夫
と
知
恵
と
団
結
と
、

そ
し
て
、何
よ
り
も
覚
悟
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
１
日
だ
っ
た
。

問
い
合
わ
せ
◆
秘
書
課

☎（
8
7
6
）1
2
3
4（
内
線
2
5
6
3
）

　

去
る
３
月
11
日
、
西
海
岸
関
連
道
路

の
開
通
を
祝
う
、
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
と

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

ど
こ
ま
で
も
続
く
青
空
と
早
春
ら
し
い

爽
や
か
な
風
が
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く

れ
た
。
ま
る
で
多
く
の
浦
添
市
民
が
こ

の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
こ
と
を

知
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
。

　

参
加
者
は
約
４
３
０
０
人
。
カ
ー
ミ
ー

ジ
ー
（
亀
瀬
）
を
中
心
と
し
た
海
と
イ

ノ
ー
の
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
輝
く
青
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
誰
も
が
感
激
し
た
に

違
い
な
い
。
多
く
の
人
が
足
を
止
め
て
、

私
た
ち
浦
添
の
海
の
美
し
さ
に
魅
了
さ

れ
、
あ
る
者
は
息
を
の
み
、
あ
る
者
は
た

め
息
を
つ
き
、
あ
る
者
は
亀
の
姿
を
し
た

岩
に
感
動
の
声
を
上
げ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
東
日
本
大
震
災
の
発

生
か
ら
７
年
を
迎
え
た
日
で
も
あ
っ
た
。

多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
こ
の
日
に
お
祝

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
逆
に

参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
る
と
い
う

行
為
を
通
し
て
、
亡
き
御
霊
の
ご
冥
福
を

祈
り
、防
災
意
識
を
高
め
、そ
し
て
、命
あ

る
こ
と
に
感
謝
す
る
機
会
に
し
よ
う
と

考
え
た
。
あ
の
透
き
通
る
よ
う
な
海
と

空
と
風
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
全
員
で
立
ち

止
ま
り
静
か
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
の

で
き
た
あ
の
瞬
間
は
、
本
当
に
美
し
く
鳥

肌
が
立
つ
ほ
ど
だ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
開

海
を
見
つ
め
て

切干大根（乾燥・太め）
　 ……………………16～20ｇ
グーヤヌジー（豚ウデ肉）　　　
　 …………………………80ｇ
人参……………80ｇ（1/6本）
かつお節…………………20ｇ
水 ………………………700ml
味噌……………大さじ1と3/4
サクナ（長命草）………適量
しょうが…………………少々

問い合わせ　健康づくり課　☎︎（内線3660）

▲浦添市食生活改善推進員のみなさん

切干大根はカルシウムが豊富！味噌汁
の他にもイリチーや酢の物などいろい
ろな料理に活用できます。

切干大根の味噌汁7品目

栄養成分表示（１人あたり）
エネルギー：66kcal/たんぱく質：6.8g/脂質：1.4g/炭水化物：6.7g/

食塩相当量：1.0g/カルシウム：40mg/食物繊維：2.1g

レシピ提供：浦添市食生活改善推進員

①切干大根は水で戻し水分をきって、	
	 食べやすい長さに切る
②グーヤヌジーは湯通し①と同じ太
　さに切る
③人参も①と同じ太さに切る（数枚輪	
	 切りにして飾り切りにしてもOK）
④鍋にかつお出汁をとり、①②③を入
　れる
⑤人参に火が通ったら味噌を溶く
⑥サクナは一度湯がいてから千切り	
	 にし、⑤に入れる
⑦しょうがも千切りにし、⑤に入れる

材料（４人分） 作り方

カルシウムと野菜がたっぷり取れる！

浦添市食生活改善
推進員協議会のページ▶︎

神
かみ

谷
や

 優
ゆう

斗
と

ちゃん（５か月）城間在 上
かみ

川
かわ

 昊
てん

大
しん

 ちゃん（1 か月） 　　 稲
いな

福
ふく

 琉
り あ ら

愛ちゃん（4 歳）

　　 海
み お ん

音ちゃん（1 歳 6ヶ月）西原在　

酉年産
まれ♡

コケコ
ッコ〜 テン

シン

でー
す！

やんちゃガールズ！（笑）

応募資格・注意点
●浦添市内在住であること。 ●浦添市役所4階広報広聴係まで
交換物を持参可能な人。（月～金曜日の午前９時～午後５時※祝
日を除く） ●広報誌や市HP、市SNSで写真などの掲載が可能な
人。 ●１度交換したものは再交換はできません。●食品、生きも
の、危険物などは交換できません。

【応募先】応募締め切り：4月9日（月）必着
〒901-2501　浦添市安波茶1-1-1
浦添市役所 国際交流課 広報広聴係
☎（876）1234（内線2613・2614）
E-mail:kouhou@city.urasoe.lg.jp

　昔ばなし「わらしべ長者」のように物々交換を続けていき、7月
に抽選でプレゼントします。自分には不要な物でも誰かの役に
立てるかも！？ゆいまーる（互いに助け合い、協力する）の気持ち
で、「うらしべ長者」をつないでいきましょう！

浦添市民で「わらしべ長者」をやってみよう！

浦添市民をつなぐ

メ
ー
ル
応
募

新
コーナー

応募方法

交換物の説明と画像、お名前、ご連絡先を広報広聴係まで送っ
てください。（メール、郵送どちらも可）応募してくださった人
の中から選考し、連絡します。

交換物の写真、お名前、連絡先をメー
ルまたは郵送で広報広聴係に送る！

応募した人の中から交換物を選び、
連絡します。※当選者のみ連絡します。

浦添市役所4階（国際交流課 広報広
聴係）の窓口に交換物を持って行く。

窓口で物品の交換をして、次の交換
のための写真撮影をする。交換・写真撮影4

交換に行く3

連絡が来る2

応募する1

赤ちゃんが生まれたら
てだっこSTUDIOにも
投稿してくださいね！

４月に第１子の出産を控えて
いて、自宅の不要なものを片
付けている時、このコーナー
を見つけ応募しました。で
も、まさかこんなに大きいと
は思わなかったです。

応募の決め手は？

泡だて器&
大小トングの３点セットです。

記念すべき
1回目の交

換は

當山和恵さ
ん

この綱が、出産に
向けて幸せを

引き寄せてくれたら
嬉しいです。

次回

１回のみ使用で
新品同様！！

城間自治会から
分けていただいた

交換「わら（縄）」

皆さんの
ご参加お待ち
しています！

浦添市西部開発
まちづくりシンポジウム
あらたな国際ブランド「URASOE」を目指して！

てだこホール 小ホール
午後７時～午後９時（開場：午後６時30分）
場所
西海岸開発課 /内線 2713

4/
（水）25
参加無料

▲夢のかけはしリレーマラソン＆ウォーク
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市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
知
っ
て
い
ま
す
か
？
Ａ
Ｖ
出
演

強
要
問
題
。
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
問
題

　

毎
年
４
月
は
「
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
・

『
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
』
等
被
害
防
止
月

間
」
で
す
。

　

10
代
や
20
代
の
女
性
が
「
モ
デ

ル
に
な
ら
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、
ア

ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
へ
の
出
演
を
求
め

ら
れ
た
り
、「
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る

だ
け
」
と
い
う
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
性

的
な
行
為
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る

問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
が
変
わ
る
４
月
は
、
被

害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
0
5

■
救
急
法
講
習
（
入
門
）

「
助
け
た
い

　
　
　

思
い
を
ワ
ザ
に　

救
急
法
」

　

成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方

日
時　

４
月
21
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
前
11
時

場
所　

消
防
本
部　

２
階
講
堂

定
員　

30
人

（
浦
添
市
在
住
・
在
勤
の
人
優
先
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

４
月
20
日
（
金
）
ま
で

（
受
付
時
間
は
土
・
日
、
祝
日
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル（
離
乳
食
教
室
）

　

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
・
実

演
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）

日
時　

4
月
27
日
（
金
）
午
後
１

時
～
午
後
3
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
で
４
～
８
か
月

の
乳
児
を
持
つ
保
護
者

申
し
込
み　

4
月
24
日
（
火
）
ま
で

※
ゆ
っ
く
り
講
話
を
聞
く
た
め
に
、

お
子
さ
ん
は
預
け
て
来
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　

食
事
と
妊
婦
健
診
結
果
の
関
連
・

食
事
の
選
び
方
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
妊
婦
体
験

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
赤
ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ

こ
体
験
な
ど
。

対
象　

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時　

5
月
20
日
（
日
）
午
前
９

時
～
正
午

申
し
込
み　

4
月
20
日
（
金
）
～

5
月
17
日
（
木
）

■
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程
の
お
知

ら
せ

【
乳
児
健
診
】

日
程　

4
月
15
日
（
日
）

受
付
時
間　

前
期（
３
～
４
か
月
児
）

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

後
期
（
９
～
10
か
月
児
）
午
前
９

時
～
午
前
10
時
30
分

【
１
歳
６
か
月
児
健
診
】

日
程　

4
月
5
日
（
木
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
午

後
2
時
15
分

【
３
歳
児
健
診
】

日
程　

4
月
4
日
（
水
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分 

■
２
歳
児
歯
科
健
診
事
業

対
象　

２
歳
～
３
歳
未
満
（
３
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
）
の
子

場
所　

浦
添
市
と
契
約
し
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
（
通
知
書
に
リ
ス

ト
を
同
封
）

費
用　

自
己
負
担
額
無
料
（
公
費

負
担
）

【
健
診
の
内
容
】

○
歯
の
診
察　

○
フ
ッ
素
塗
布　

○
歯
磨
き
の
仕
方
・
保
健
指
導

※
２
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
に
通

知
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
通
知
書

の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
お

子
さ
ん
の
む
し
歯
を
予
防
し
、
健
康

な
お
口
を
保
つ
た
め
に
、
２
歳
児
歯

科
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
平
成
30
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

肺
炎
は
死
亡
原
因
の
3
位
で
、

４
分
の
１
～
３
分
の
１
は
肺
炎
球

菌
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
に
は
90
種
類
以
上
の
型

が
あ
り
、「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
」

は
肺
炎
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
い

23
種
類
の
型
に
対
す
る
予
防
効
果

と
病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が

あ
り
ま
す
。
※
自
己
負
担
額
４
千

円
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ

ン
を
一
度
も
接
種
し
た
こ
と
が
な

い
人
で
、
次
の
対
象
に
該
当
す
る
人

は
、
自
己
負
担
額
４
千
円
で
接
種
で

き
ま
す
。

対
象

①
今
年
度
65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、

85
歳
、90
歳
、95
歳
、1
0
0
歳
に
な

る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
、
呼
吸
器
ま
た
は
免
疫
機
能
に

障
が
い
が
あ
る
人
（
当
該
疾
患
に

係
る
身
体
障
害
者
等
級
1
級
程
度
）

助
成
期
間　

一
人
1
回
、
対
象
年
度

1
年
間
だ
け
で
す
。

※
該
当
者
に
は
、
４
月
に
紫
色
の
予

診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
平
成
30
年
度
が
ん
検
診
等
受
診
券

　

平
成
30
年
度
が
ん
検
診
等
受
診

券
は
5
月
1
日
（
火
）
か
ら
使
用

可
能
と
な
り
ま
す
。
4
月
中
に
受

け
た
検
診
に
つ
い
て
は
、
検
診
費
用

が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
が
ん

検
診
等
受
診
券
は
4
月
下
旬
頃
に

対
象
者
へ
送
付
予
定
で
す
。

■
平
成
30
年
度
特
定
健
康
診
査
受
診

　

平
成
30
年
度
特
定
健
康
診
査
が
５

月
１
日
（
火
）
か
ら
受
診
で
き
ま
す
。

対
象　

浦
添
市
国
民
健
康
保
険
加

入
の
40
歳
以
上
の
人
。
※
30
代
の

国
保
加
入
の
人
も
同
様
に
受
診
で

き
ま
す
。

受
診
券　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
下
部
）
が
受
診
券
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▲内閣府男女共同
参画局啓発ページ

　浦添市では、赤ちゃんの健やかな成長を応援するため
に、生後4か月未満のお子さまがいらっしゃるすべての
家庭へ「乳児家庭全戸訪問事業」を実施しています。

【健康シリーズ】

助産師が訪問して、赤ちゃん
の体重測定やお母さんの健
康状態を伺います。希望され
る人は親子健康手帳につい
ているはがき（新生児訪問依
頼書）を提出してください。

新生児訪問を希望されな
かった人を対象に、母子保健
推進員が訪問し、子育て支
援情報をお伝えしています。
皆さんの育児についてのお
話をお聞かせください。

新生児訪問

新生児訪問・
はぐはぐてぃだっ子訪問

はぐはぐ
てぃだっ子訪問（対象：生後 3か月未満）

●助産師・母子保健推進員のどちらか1回の訪問となります。●訪問日調整のた
め、助産師もしくは母子保健推進員の家庭電話・携帯電話から連絡が入ります。
円滑な訪問のため、皆さんのご理解ご協力を宜しくお願いします。

問い合わせ 保健相談センター内 こども家庭課  ☎（875）2100

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）
３
２
１
９

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、30
日
（
月
）は
振
替

休
日
の
た
め
開
館

開
館
時
間

：

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
※
金

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開
館
（
最
終
入
館

は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

■
常
設
展
「
漆
の
し
る
し
ー
時
の

記
憶
ー
」

会
期　

５
月
27
日
（
日
）
ま
で

観
覧
料　

高
校
生
以
下
無
料
／
一

般
２
０
０
円
／
大
学
生
１
３
０
円

／
65
歳
以
上
１
６
０
円

■
ミ
ュ
シ
ャ
展
―
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
の
華
―

会
期　

５
月
６
日
（
日
）
ま
で

観
覧
料　

一
般
１
２
０
０
円
／
高
・

大
学
生
千
円
／
小
・
中
学
生
６
０
０
円

※
10
人
以
上
の
団
体
は
２
０
０
円

引
き

※
市
内
小
中
学
生
無
料
招
待
券
を

お
持
ち
の
場
合
、
同
伴
者
2
人
ま
で

当
日
料
金
か
ら
１
０
０
円
引
き

※
小
学
生
以
上
で
障
害
手
帳
・
療

育
手
帳
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
介
添

者
１
人
ま
で
無
料

浦
添
市
立
図
書
館

☎
（
８
７
６
）
４
９
４
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、
27
日
（
金
）
資

料
整
理
日
、
29
日
（
日
）
昭
和
の
日

■
英
語
の
お
は
な
し
会

日
時　

４
月
３
日
（
火
）、５
月
１
日

（
火
）
午
後
４
時
～
午
後
４
時
30
分

■
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映
会

『F
e
rn

G
u
lly

』

日
時　

４
月
８
日
（
日
）
午
後
２

時
～
（
76
分
）

場
所　

視
聴
覚
室

※
英
語
音
声
・
日
本
語
字
幕
付
き

■
お
は
な
し
の
部
屋

　
「
お
は
な
し
の
木
の
会
」
に
よ
る

語
り
聞
か
せ
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

内
容　

は
る
の
お
は
な
し

日
時　

４
月
14
日
（
土
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午

対
象　

４
歳
以
上

■
空
飛
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

内
容　

は
じ
ま
る
よ
！
本
の
カ
ー

ニ
バ
ル

日
時　

４
月
15
日
（
日
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読

日
時　

５
月
６
日
（
日
）
午
前
11

時
～
正
午

対
象　

英
語
学
習
に
興
味
の
あ
る

人
（
中
学
生
く
ら
い
の
英
語
力
か
ら
）

定
員　

20
人

講
師　

新
川 

智
清 

氏
（
元
沖
縄
工

業
高
等
学
校
教
授
）

■
こ
ど
も
読
書
ウ
ィ
ー
ク
企
画
展

内
容　

は
じ
ま
る
よ
！
本
の
カ
ー

ニ
バ
ル

期
間　

４
月
13
日
（
金
）
～
５
月

13
日
（
日
）

■
と
し
ょ
ま
る
公
開

日
時　

５
月
５
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
前
11
時

場
所　

図
書
館
前
広
場

※
雨
天
中
止

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

F
A
X（
8
7
9
）5
5
3
0

浦
添
市
立
中
央
公
民
館 

分
館

☎（
８
７
９
）6

 

6

 
4
 0 

※
F
A
X
兼
用

■
初
心
者
向
け
「
手
話
を
覚
え
よ

う
！
講
座
」（
全
4
回
）

　

ろ
う
者
（
聞
こ
え
な
い
人
）
と

の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
手
話
を
あ
い
さ
つ
や
自
己

紹
介
な
ど
簡
単
な
手
話
表
現
を
習

得
し
ま
す
。

日
時　

5
月
10
日
、17
日
、24
日
、31

日
（
全
回
木
曜
日
）
　

午
前
10
時
～

正
午

場
所　

中
央
公
民
館　

第
1
研
修
室

講
師　

市
内
手
話
サ
ー
ク
ル

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用　

無
料

定
員
募
集　

20
人

申
し
込
み　

4
月
10
日
（
火
）
か
ら

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
平
成
30
年
度 

市
立
中
央
公
民

館
・
分
館
の
講
座

　

当
館
で
は
、
本
年
度
も
い
ろ
い
ろ

な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
、

原
則
無
料
で
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て

は
、
材
料
費
な
ど
参
加
者
の
負
担
も

あ
り
ま
す
。
年
間
の
講
座
予
定
一

覧
表
を
５
月
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
講
座
予
定

表
は
、当
館
窓
口
で
も
配
布
し
ま
す
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
の
新
し
い
学
び

を
私
達
と
一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
市
立
中
央
公
民
館
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
祝
日
を

除
く
、
平
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
15
分
ま
で
）

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
（
８
６
１
）３
１
９
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、29
日（
日
）昭
和
の
日

※
講
座
の
受
付
は
4
月
1
日（
日
）

午
前
9
時
か
ら

■
初
夏
に
咲
く
草
花
を
植
え
よ

う
！
「
春
の
花
づ
く
り
講
座
」（
全

2
回
）

日
時　

▼
第
１
回 

4
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
（
座
学
）
▼
第

２
回 

４
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午
（
実
践
）

参
加
費　

4
2
0
円
（
親
子
1
組

5
2
0
円
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
（
21
日
）
/

軍
手
、ヘ
ラ
、タ
オ
ル
（
28
日
）

定
員　

12
人

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生

ご
み
堆
肥
を
作
ろ
う
！

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
て
微
生

物
の
力
で
生
ご
み
を
分
解
し
、
堆
肥

を
作
り
ま
す
。

日
時　

4
月
25
日
（
水
）
午
前
10

時
～
正
午

参
加
費　

1
0
0
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

定
員　

10
人

▲浦添市美術館
ホームページ
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税
金
・
保
険
・
年
金

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税

問 

資
産
税
課

☎  

内
線
２
２
６
１
～
２
２
６
５

評
価
替
え
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
は
、
３
年
に
１
度

行
わ
れ
る
固
定
資
産
の
評
価
替
え

が
あ
る
年
度
で
す
。
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
算
出

さ
れ
た
評
価
額
が
前
年
度
の
評
価

額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
評
価
額

は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

前
年
度
の
評
価
額
に
据
え
置
か
れ

ま
す
。

納
税
通
知
書
の
発
送

　

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は

４
月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
。
届
か

な
い
場
合
は
、
資
産
税
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
の
第

一
期
の
納
期
限
は
５
月
１
日
（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う

と
延
滞
金
、
督
促
手
数
料
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納

税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
早

め
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度「
は
り
、き
ゅ
う
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
施
術
料

金
助
成
事
業
」を
実
施
し
ま
す

問 

国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
１
１
・
３
７
３
０

　

１
回
の
施
術
に
つ
き
８
０
０
円

の
助
成
（
利
用
券
を
交
付
）
を
し

ま
す
。
※
１
セ
ッ
ト
６
回
分
、
２

セ
ッ
ト
を
限
度
と
し
ま
す
。

実
施
期
間　

平
成
31
年
３
月
31
日

（
日
）
ま
で

対
象　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

末
し
ょ
う
神
経
疾
患
ま
た
は
運
動

器
疾
患
に
よ
り
医
師
の
診
断
を
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
。（
※
た
だ
し
、

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の
な
い

世
帯
に
限
り
ま
す
。）

制
限　

施
術
は
、
本
市
の
指
定
す

る
担
当
施
術
所
で
、
被
保
険
者
１

人
に
つ
き
、
１
日
１
回
の
利
用
で
す
。

申
請
方
法　

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
国
民
健
康

保
険
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度

加
入
者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
予
算
の

都
合
上
、
利
用
券
の
交
付
を
年
度
途

中
で
終
了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
学
生
納
付
特
例
申
請
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

問 

市
民
課　

国
民
年
金
係

☎  

内
線
３
１
１
１
～
３
１
１
６

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
万
６
３
４
０
円
で
す
。
在
学
中
で

納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納

付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間　

平
成
30
年
度
の

学
生
納
付
特
例
申
請
は
４
月
か
ら

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
２
年
ま
で
申
請
が
可

能
で
す
。（
平
成
30
年
４
月
に
申
請

可
能
な
の
は
平
成
28
年
３
月
分
か

ら
現
在
ま
で
）

※
平
成
30
年
度
の
一
般
免
除
申
請

の
受
付
は
７
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

対
象　

学
生
（
対
象
校
に
在
学
中

の
人
）

審
査
基
準

①
本
人
の
平
成
30
年
度
の
所
得

②
災
害
・
失
業
・
事
業
の
廃
止
等

の
事
由

年
金
を
受
け
る
と
き　

老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
に
必
要
な
期
間
（
平
成

29
年
８
月
よ
り
10
年
）
に
含
ま
れ
ま

す
が
、
10
年
以
内
に
追
納
が
な
い
場

合
は
年
金
額
へ
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す

（
申
請
補
助
）

問 

市
民
課

☎  

内
線
３
０
６
７
・
３
０
７
１

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の

た
め
の
無
料
の
写
真
撮
影
お
よ
び

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
お
手
伝
い
す

る
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

が
わ
か
ら
な
い
人
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
～

午
前
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
午
後

４
時
30
分

場
所　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

必
要
書
類　

①
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書　

②
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

※
①
は
、
お
持
ち
で
な
い
場
合
は

本
人
確
認
の
上
、
窓
口
で
新
し
い

交
付
申
請
書
を
発
行
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
浦
添
市
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

問 

建
築
営
繕
課

☎  

内
線
４
６
２
２
・
４
６
２
３

　

本
事
業
は
、
市
内
の
工
事
業
者

を
利
用
し
て
、
自
己
が
居
住
す
る

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

市
民
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
で
す
。

補
助
の
対
象
条
件

①
浦
添
市
民
で
あ
り
、
補
助
対
象

者
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
。

②
市
内
に
存
す
る
建
築
後
１
年
を
経

問い合わせ：納税課（内線２３１５・２３１８）

　市税は、行政サービスを行うために欠かせないものです。
皆さんが納めた税金は、学校、道路、公園などの整備、社会福
祉サービスなど、身近な生活に役立っています。
　市民へのサービスに必要な財源を確保するために市税の
納期限内納付をお願いします。

●口座振替ができる市税
　市県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税
●口座振替ができる金融機関
　琉球銀行・沖縄銀行・沖縄海邦銀行・沖縄県労働金庫・
　沖縄県農業協同組合・コザ信用金庫・ゆうちょ銀行
●口座振替の申込方法
　「預金通帳」「通帳届出印」「納税通知書」をお持ちになり、
　口座振替をする金融機関で申し込みください。
　※詳しくはホームページまたは納税課まで問い合わせください。

納付は便利な口座振替で！

コンビニ・ペイジーで納付

市税の納付を口座振替にすると、納期限の日
に口座から自動的に市税が納付され、「うっか
り忘れ」を防ぐことができます。便利な口座振
替をぜひご利用ください。

市税は、金融機関のほかにコンビニやペイジー（インターネットバンキ
ング、モバイルバンキング、ＡＴＭ）で納付できます。
●コンビニ・ペイジーで納付できる市税
　市県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税

納期限内納付が難しい場合
病気や失業など、やむを得ない理由で納期限内に納付が困難な場合は、
分割納付などの方法もありますので、お早めに納税課までご相談ください。

市税は納期限内に
納めましょう！

通 帳

●●銀行

月曜日～金曜日10時55分～“FM21”76.8MHzでラジオ広報「浦添市役所だより」絶賛放送中！！

過
し
て
い
る
住
宅
で
、
補
助
対
象
要

件
を
満
た
す
住
宅
。

③
市
内
の
業
者
が
施
工
す
る
工
事

で
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
、
省
エ
ネ
改
修
工
事
、
耐
久
性
を

向
上
さ
せ
る
改
修
工
事
で
、
補
助
対

象
と
な
る
総
工
事
費
20
万
円
以
上

の
工
事
。

④
工
事
を
完
了
し
、
工
事
費
の
支
払

い
を
終
え
、
２
月
末
ま
で
に
実
績
報

告
書
を
提
出
で
き
る
も
の
。

※
こ
れ
ら
以
外
の
条
件
も
あ
り
ま

す
。
必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
詳
し

い
条
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
総
工
事
費
の
20
％
以
下

か
つ
20
万
円
以
下
（
予
算
の
都
合
に

よ
り
上
限
額
の
変
更
が
あ
り
ま
す
）

申
請
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日

（
月
）
～
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

申
込
方
法　

建
築
営
繕
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

清
明
祭
時
の
墓
地
の
清
掃

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
６

～
お
墓
を
き
ち
ん
と
管
理
し
て
い

ま
す
か
～

　

墓
地
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者

に
は
墓
地
の
清
掃
、
安
全
管
理
の

徹
底
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
明
祭
、
七
夕
な
ど
の
行
事
の
際

に
は
墓
地
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
壁
な
ど
が
倒
壊
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

～
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
～

　

墓
地
を
造
成
す
る
際
に
は
、
市

の
許
可
が
必
要
で
、
手
続
き
の
中

で
看
板
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
無
許
可
で
墓
地
を
造
成

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
墓
地
を
発

見
し
た
場
合
は
、
環
境
保
全
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
た
な
形
態
の
公
営
墓
地
「
浦

添
市
施
設
型
共
同
墓
」
が
完

成
し
ま
し
た
！

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
５

　

施
設
型
共
同
墓
は
、
複
数
の
焼

骨
を
共
同
で
埋
蔵
す
る
施
設
で
、

浦
添
墓
地
公
園
内
に
整
備
さ
れ
ま

す
。
埋
蔵
後
は
永
代
に
わ
た
り
市

が
管
理
し
て
い
く
た
め
、
承
継
者

が
い
な
い
人
で
も
安
心
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
納
骨
室　

使
用
許
可
を
受
け
た

日
か
ら
６
年
間
、
12
年
間
ま
た
は

32
年
間
納
骨
壇
に
埋
蔵
す
る
施
設

で
す
。
使
用
期
間
が
過
ぎ
る
と
合

葬
室
へ
と
埋
蔵
さ
れ
ま
す
。

●
合
葬
室　

複
数
の
焼
骨
を
共
同

で
埋
蔵
す
る
施
設
で
あ
り
、
直
接

合
葬
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
使
用
料
金
や
使
用
資
格
等
の
詳

細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
「
募
集
要
項
」「
申
込
書
」
を
４

月
９
日（
月
）か
ら
環
境
保
全
課（
本

庁
５
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

５
月
の
介
護
予
防
教
室
参
加
者

募
集

問 

い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
３
１
～
３
５
３
４

　

５
月
か
ら
の
２
か
月
間
、
介
護

予
防
教
室
（
筋
ト
レ
・
水
中
）
を

開
催
し
ま
す
。
開
催
日
時
な
ど
は

場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

場
所　
〈
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ
〉

〇
カ
ー
ブ
ス
（
女
性
専
用
）

▼
浦
添
宮
城　

▼
浦
添
バ
ー
ク

レ
ー　

▼
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
祖

〇
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄

〇
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

〇
ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど

〈
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ
〉

〇
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

〇
ガ
ル
フ
ウ
ェ
ー
ブ
ゾ
ー
ン
前
田

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
を
優
先
し
ま
す
。

費
用　

１
回
あ
た
り
１
０
０
円

定
員　

各
事
業
所
３
～
５
人

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
仮
予
約
後
、
窓
口
で

申
込
書
を
記
入
。

※
教
室
参
加
前
に
４
月
19
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
の
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
お
よ
び
自
動
車
改
造
費

を
助
成
し
ま
す

問 

障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
３

助
成
限
度
額
10
万
円

〇
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
の
場
合

対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
い
ず

れ
か
を
所
持
す
る
人
で
自
動
車
運

転
免
許
取
得
資
格
が
あ
る
人
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
（
認
印
可
）・
履
歴
書
・
運

転
免
許
適
性
相
談
結
果
票
（
３
か

月
以
内
の
も
の
）・
障
害
者
手
帳

〇
自
動
車
改
造
費
の
場
合

（
身
体
障
が
い
者
の
み
）

対
象

運動会 仮装行列 グラウンド・ゴルフ大会 ガンジューまつり輪投げ

●老人クラブとは…

●老人クラブが目指すもの

　市内自治会の中にある高齢者を中心に活動しており、これ
までの知恵と経験を生かして地域での役割を果たしながら、
仲間と共に健康づくり、生きがいづくりを楽しむ組織です。
　現在 41 自治会の内、32 の老人クラブがあり内 30クラ
ブが市老連に加入してグラウンドゴルフ大会を始めボウリン
グ大会、てだこまつりカラオケ大会・80 歳以上輪投げ大会
など、様々な行事に参加しています。

【今年度の市老連の主な行事】 
囲碁大会（５月）、舞台発表会（７月）、ガンジューまつり（９月）、グラウンド
ゴルフ大会（10月・11月）、作品展示会（平成31年1月）

生きがいづくり
（高齢期の充実） 趣味、レク活動など

健康づくり
（健康寿命を伸ばす）

仲間づくり
（同世代の連携、支え合い）

地域づくり
（社会貢献）

スポーツ、健康講話など

引きこもりを作らない声かけ、
友愛、親睦、旅行など
環境美化、リサイクル、
ボランティア、世代間交流など

浦添市
老人クラブ連合会

会員募集！！会員募集！！
～学んで・遊んで・笑って健康づくり～

60歳以上の
　

みなさん
集まれ～

（878）2224☎

問い合わせ

▲建築営繕課の
ホームページ

▲浦添市施設型共同墓
　完成イメージ

浦添市施設型▼
共同墓 　
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上
肢
障
害
、
下
肢
障
害
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
す
る
人
。

対
象
自
動
車

　

身
体
障
が
い
者
本
人
の
名
義
で
、

身
体
障
が
い
者
本
人
が
運
転
す
る

自
動
車

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
改
造
業
者
見
積
書
・
所

得
証
明
書
（
本
人
ま
た
は
扶
養
義

務
者
）・
車
検
証
・
運
転
免
許
証
・

身
体
障
害
者
手
帳

障
が
い
者
等
の
自
発
的
活
動

支
援
を
支
援
し
ま
す

問 

障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
5

　

障
が
い
者
が
、
日
常
生
活
等
を

営
む
上
で
生
じ
る
「
社
会
的
障
壁
」

を
除
去
す
る
た
め
の
活
動
に
つ
い

て
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
団

体
等
の
対
象
と
な
る
活
動
の
う
ち
、

事
務
局
が
認
め
た
必
要
な
経
費
（
上

限
５
万
円
、
予
算
の
範
囲
内
）
を

交
付
し
支
援
し
ま
す
。

対
象　

浦
添
市
内
を
拠
点
と
す
る

一
定
の
条
件
を
満
た
す
団
体
が
行

う
次
の
活
動
。

　

情
報
交
換
等
、
災
害
対
策
、
孤

立
防
止
（
見
守
り
）
活
動
、
社
会

復
帰
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の

他
、
自
発
的
な
活
動
と
し
て
市
長

が
認
め
る
活
動
。

申
請
期
限　

４
月
27
日
（
金
）

申
込
方
法　

必
要
書
類
を
障
が
い

福
祉
課
（
３
階
）
へ
提
出
。
対
象

と
な
る
団
体
や
必
要
書
類
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
助
成

問 

障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
5
6
4

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難

聴
児
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
人
）
の

言
語
の
習
得
、
教
育
等
に
お
け
る

健
全
な
発
育
の
支
援
を
目
的
に
、

補
聴
器
購
入
費
等
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

申
請
窓
口　

障
が
い
福
祉
課　

障

が
い
福
祉
係

対
象　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て

を
満
た
す
児
童

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
18
歳
（
平
成
12
年
４
月
２
日
生

ま
れ
以
降
）
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
人
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

で
な
い
人
の
う
ち
、
補
聴
器
を
装

用
す
る
こ
と
で
言
語
の
習
得
な
ど

の
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と

医
師
が
判
断
す
る
人
。

※
交
付
対
象
者
お
よ
び
交
付
対
象

者
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
市
町
村

民
税
所
得
割
税
額
が
46
万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
助
成
対
象
外
で
す
。

子
育
て
・
教
育

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

保
育
施
設
利
用
料
補
助
事
業

問 

保
育
課　

保
育
係

☎  

内
線
３
６
２
９

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
①
～
④
の

要
件
を
全
て
満
た
す
認
可
外
保
育

施
設
を
利
用
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
児
童
の
保
育
施
設
利
用

料
を
一
部
減
免
す
る
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

対
象

①
浦
添
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は

母
子
お
よ
び
父
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
受
給
者

③
浦
添
市
に
保
育
の
必
要
性
の
認

定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け

た
児
童
の
保
護
者
（
養
育
者
）

④
浦
添
市
に
保
育
所
の
利
用
の
申

し
込
み
を
行
っ
た
が
、
定
員
に
空

き
が
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
認
可

外
保
育
施
設
（
※
注
１
）
を
利
用

し
て
い
る
児
童
の
保
護
者

（
※
注
１
）
沖
縄
県
へ
届
出
を
し
て

い
る
認
可
外
保
育
施
設
が
対
象

※
浦
添
市
認
可
外
保
育
施
設
利
用

料
多
子
軽
減
助
成
事
業
と
の
併
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
料
減
免
額　

　

保
護
者
が
認
可
外
保
育
施
設
に

支
払
う
月
額
利
用
料
か
ら
認
可
保

育
所
に
入
所
し
た
場
合
の
保
育
料

を
差
し
引
い
た
額
（
上
限
2
万
６

千
円
）

申
請
期
間　

随
時
受
付

※
申
請
の
翌
月
か
ら
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
す
。（
申
請
日
が
月
の
初
日

で
あ
る
場
合
は
、申
請
し
た
月
か
ら
）

申
請
方
法

　

申
請
方
法
や
対
象
と
な
る
家
庭

の
詳
し
い
条
件
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
案
内
書
類
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
案
内
書
類
は
、
ご
利
用
の

認
可
外
保
育
施
設
や
市
役
所
保
育

課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
を
ご
利
用

の
お
子
さ
ん
の
保
育
料
助
成

事
業
（
認
可
外
保
育
施
設
利

用
料
多
子
軽
減
事
業
助
金
）

問 

保
育
課　

保
育
係

☎  

内
線
３
６
２
９

　

認
可
外
保
育
施
設
を
ご
利
用
の

児
童
に
つ
い
て
、
世
帯
に
２
人
以

上
の
就
学
前
児
童
の
い
る
多
子
世

帯
（
※
注
１
）
に
対
し
て
助
成
す

る
事
業
で
す
。

（
※
注
１
）
多
子
世
帯
と
は
、
就
学

前
（
小
学
校
に
入
学
す
る
前
）
の
子

ど
も
の
う
ち
、
幼
稚
園
や
保
育
施
設

な
ど
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
２

人
以
上
い
る
世
帯
を
い
い
ま
す
。

対
象
児
童　

　

多
子
世
帯
で
認
可
外
保
育
施
設

を
利
用
し
て
い
る
児
童
。
た
だ
し
、

就
学
前
の
児
童
す
べ
て
が
認
可
外

保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
、
最
年
長
の
児
童
を
除
く
。

助
成
金
額　

①
対
象
児
童
の
う
ち
最
年
長
の
児

童　

月
額
３
千
円

※
た
だ
し
、
多
子
世
帯
に
子
ど
も
が

2
人
い
て
、
2
人
と
も
認
可
外
保
育

施
設
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
そ
の

2
番
目
の
子
ど
も
が
3
千
円
で
す
。

②
対
象
児
童
の
う
ち
最
年
長
以
降

の
児
童　

月
額
5
千
円

※
た
だ
し
、
多
子
世
帯
に
子
ど
も
が

3
人
い
て
3
人
と
も
認
可
外
保
育
施

設
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
3
番
目

の
子
ど
も
が
5
千
円
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て　

　

４
月
か
ら
申
請
を
随
時
受
け
付

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

け
ま
す
。

申
請
方
法

　

申
請
方
法
や
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
の
詳
し
い
条
件
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
案
内
書
類
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
案
内
書
類
は
、
ご
利

用
の
認
可
外
保
育
施
設
や
市
役
所

保
育
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

家
庭
相
談
員
募
集

問 

こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
７
３
２
６

募
集
人
数　

1
人

業
務
内
容　

家
庭
相
談
室
に
お
け

る
業
務
・
児
童
虐
待
の
相
談
対
応

任
用
期
間　

任
用
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
日
）

①
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に

お
い
て
、
児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、

児
童
学
、
心
理
学
、
教
育
学
も
し

く
は
社
会
学
を
専
修
す
る
学
科
ま

た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
過
程
を
修

め
て
卒
業
し
た
人

②
精
神
保
健
福
祉
士

③
社
会
福
祉
士

④
社
会
福
祉
主
事
と
し
て
２
年
以

上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
人

⑤
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
準
ず
る

も
の
で
、
家
庭
相
談
員
と
し
て
必

要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
人

報
酬
等　

月
額
17
万
４
千
円
以
内
・

費
用
弁
償
日
額
７
０
０
円
（
予
定
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
１
日

６
時
間
、
週
30
時
間
勤
務
。
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
シ
フ
ト
制
）

募
集
期
間　

随
時
（
決
ま
り
次
第

終
了
）

申
込
方
法　

履
歴
書
・
成
績
証
明

書
を
こ
ど
も
家
庭
課
へ
提
出
。

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
就

園
・
就
学
説
明
会
【
保
護
者

対
象
】

問 

学
校
教
育
課

☎  

内
線
６
５
６
５

日
時　

５
月
10
日
（
木
）
午
後
３
時

〜
午
後
5
時

場
所　

中
央
公
民
館 

3
階
ホ
ー
ル

対
象　

特
別
支
援
教
育
に
興
味
の

あ
る
市
内
在
住
の
保
護
者

費
用　

無
料

平
成
30
年
度 

浦
添
市
育
英
会

奨
学
生
募
集

問 

浦
添
市
育
英
会（
教
育
総
務
課
）

☎  

内
線
６
０
１
２

募
集
資
格

　

１
年
以
上
浦
添
市
に
住
所
を
有

す
る
人
の
子
弟
で
、
国
立
高
等
専

門
学
校
（
４
、
５
年
生
の
み
対

象
）、
大
学
、
大
学
院
、
国
外
の

大
学
、
沖
縄
県
知
事
認
可
の
専
修

学
校
２
年
課
程
以
上
の
専
門
課
程

在
学
、
ま
た
は
保
育
士
資
格
取
得

目
的
で
就
学
す
る
人
（
在
宅
学
習
、

職
業
能
力
開
発
大
学
等
除
く
）。

貸
与
金
額

①
県
内
の
大
学
・
短
大
、
専
修
学

校
（
月
額
２
万
５
千
円｟

年
額
30
万
）

②
県
内
外
の
大
学
院
、
県
外
の
大

学
・
短
大
、
国
外
大
学
（
月
額
３

万
５
千
円｟

年
額
42
万｠
）

③
保
育
士
資
格
取
得
目
的
者
（
①
・

②
（
県
内
の
大
学
院
）
の
額
に
月

額
１
万
５
千
円
追
加
し
た
額
、
ま

た
は
月
額
１
万
５
千
円
の
み
）（
※

保
育
士
資
格
取
得
目
的
の
就
学
者

に
つ
い
て
は
一
部
免
除
制
度
あ
り
）

出
願
書
類 

募
集
要
項　

７
階
教
育

ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進、
児童の福祉増進を図ることを目的とする制度
です。（公的年金等が低額の場合、併給できる
ようになりました。）
※18歳に達する日以降の最初の3月31日までの児童が
対象です。（一定程度の障がいがある場合は20歳未満）

次の❶～❻のいずれかに該当する児童を監護す
る母、監護しかつ生計を同じくしている父または当
該父母以外の人で児童を養育する人が対象です。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
制度と手当額の改定

児童扶養手当とは

❶ 父母が婚姻を解消した児童
❷ 父または母が死亡した児童
❸ 父または母が一定程度の障がいにある児童
❹ 父または母の生死が明らかでない児童
❺ 父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
❻ その他（父または母が１年以上遺棄している児童、母が婚
姻によらないで懐胎した児童など）

支給
対象

身体や精神に一定程度の障がいがある20歳
未満の児童について、児童の福祉増進を図る
ことを目的とする制度です。

身体や精神に障がいを有する
20歳未満の児童を監護する父
または母、もしくは父母に代わる養育者。

特別児童扶養手当とは

支給
対象

※これらの手当を受給するためには窓口
で申請が必要です。所得制限、その他要
件があります。支給要件に該当するか申
請相談時に確認しますので、該当しない
場合もあります。詳しくは、こども家庭課
まで問い合わせください。

児童扶養
手当

支給区分
全部支給 42,500円

51,700円
34,430円

本体額 第2子加算額 第3子以降加算額

特別児童
扶養手当

42,490円～
10,030円

10,040円

10,030円～
5,020円

6,020円

6,010円～
3,010円

一部支給

1級

2級

手当額の改定

【問い合わせ】
こども家庭課（内線3613）

※平成30年4月分（8月支給分）から下記の金額となります。
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総
務
課
窓
口
。（
市
ホ
ー
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か
ら
も
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ド
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受
付
期
間 

４
月
４
日
（
水
）
～
20

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
５
分
程
度
の
面
談
あ
り
。
電
話

で
日
時
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度 

浦
添
市
青
少
年

健
全
育
成
市
民
会
議

第
32
回
定
期
総
会
の
ご
案
内

問 

こ
ど
も
青
少
年
課

☎  

内
線
６
６
１
４
・
６
６
１
５

　

浦
添
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議
は
、
広
く
市
民
の
総
意
を
結

集
し
、
本
市
の
青
少
年
健
全
育
成

施
策
と
呼
応
し
て
、
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
市
民
会
議
の
定
期
総
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
ご

案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
当
日
、
平
成
30
年
度 

会
費
納
入
を
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人　

1
口
千
円

団
体　

１
口
5
千
円

日
時　

平
成
30
年
４
月
27
日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
（
受
付
案
内

：

午

後
５
時
30
分
か
ら
）

場
所　

中
央
公
民
館　

３
階
ホ
ー
ル

平
成
30
年
度　

浦
添
市
放
課
後

子
ど
も
教
室
を
募
集
し
ま
す
！

問 

教
育
総
務
課　

教
育
協
働
係

募
集
対
象　

小
・
中
学
校
、
市
内
で

社
会
教
育
活
動
を
行
う
団
体
・
個
人

募
集
教
室
数　

29
教
室
程
度

教
室
の
活
動
期
間　

平
成
30
年
５

月
１
日
（
火
）
～
平
成
31
年
２
月

28
日
（
木
）

応
募
期
間　

４
月
６
日
（
金
）
～

19
日
（
木
）

応
募
方
法

　

所
定
の
申
請
書
を
教
育
総
務
課

へ
提
出
。
申
請
書
は
教
育
総
務
課

窓
口
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
後
、
承
認

書
を
交
付
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ひ
と

り
親
家
庭
等
サ
ポ
ー
ト
券
交
付

問 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
内
間
在
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）

☎  

（
８
７
０
）
０
０
７
３

　

ひ
と
り
親
世
帯
等
の
人
を
対
象

に
利
用
料
金
の
一
部
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

市
民
歴
史
講
演
会
「
浦
添
グ
ス

ク
と
古
琉
球
の
実
像
」
聴
講
者

募
集
！

問 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館

☎  

（
８
７
４
）
９
３
４
５

　

古
文
書
等
か
ら
見
え
る
浦
添
グ

ス
ク
と
古
琉
球
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時　

４
月
28
日
（
土
）
午
後
４

時
～
午
後
６
時
（
開
場

：

午
後
３

時
30
分
）

講
師　

上
里 

隆
史 

氏
（
琉
球
史
研

究
家
）

場
所　

中
央
公
民
館 

３
階

対
象　

一
般

費
用　

無
料

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
込
）

募
集
期
間　

４
月
25
日
（
水
）
午

後
５
時
ま
で　

※
先
着
順

申
込
方
法　

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う

ど
れ
館
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
月
曜
休
館

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
30
年
度　

春
募
集

問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー

☎  

（
８
７
６
）
６
０
０
０

　

青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日
系
社
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
各
事
業
へ
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

５
月
１
日
（
火
）
ま
で

個
別
相
談　

４
月
３
日
（
火
）
か

ら
24
日
（
火
）
ま
で
の
火
、
木
曜

日
午
後
２
時
～
午
後
４
時

場
所　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄

※
個
別
相
談
は
電
話
予
約
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

担
当

：

亀
谷
、
宮
園

そ
の
他

浦
添
て
だ
こ
ま
つ
り
の
開
催
時

期
が
変
わ
り
ま
す
！

問 

浦
添
て
だ
こ
ま
つ
り
実
行
委

員
会

☎  

内
線
３
０
１
２

　　

平
成
30
年
２
月
７
日
（
水
）
に

第
41
回
浦
添
て
だ
こ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
第
１
回
総
会
が
開
催
さ

れ
、
次
回
の
て
だ
こ
ま
つ
り
の
開

催
時
期
が
夏
か
ら
秋
へ
と
変
更
に

な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
熱
中
症
の
危
険
性
が

低
下
し
、
早
い
時
間
か
ら
お
祭
り

を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

本
番
日　

平
成
30
年
10
月
20
日

（
土
）、
21
日
（
日
）

予
備
日　

平
成
30
年
10
月
27
日

（
土
）、
28
日
（
日
）

市
長
と
ゆ
ん
た
く
ラ
ン
チ
を

開
催
し
ま
す

問 

国
際
交
流
課

☎  

内
線
2
6
1
3
・
2
6
1
4

　

食
事
を
し
な
が
ら
松
本
市
長
と

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ゆ
ん
た
く
が
好
き
な
人
や
市
長

に
会
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
も
大

▲無期転換
ルール

▲浦添市放課後
子ども教室募集

▲講師の上里 隆史 氏▲復元された浦添城跡の城壁

編
集
後
記

歓
迎
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
（
水
）　

正
午
～

午
後
１
時

場
所　

市
役
所
９
階
展
望
ロ
ビ
ー

※
当
日
の
お
弁
当
や
飲
み
物
は
持

参
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

問 

沖
縄
労
働
局　

雇
用
環
境
・

均
等
室

☎  

（
８
６
８
）
４
３
８
０

《
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
》

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
で
有

期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
通

算
５
年
を
超
え
た
と
き
に
、
労
働

者
の
申
し
込
み
に
よ
っ
て
、
企
業

な
ど
の
使
用
者
が
期
間
の
定
め
の

な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契
約
）

に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ル
ー
ル
で
す
。

　

今
月
か
ら
本
格
的
に
無
期
転
換
の

申
し
込
み
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

浦
添
市
西
部
開
発
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
あ
ら
た

な
国
際
ブ
ラ
ン
ド
「
U
R
A
S

O
E
」
を
目
指
し
て
！
～

問 

西
海
岸
開
発
課

☎  

内
線
2
7
1
3

　

浦
添
市
西
部
開
発
地
区
（
西
海

岸
開
発
地
区
お
よ
び
牧
港
補
給
地

区
跡
地
）
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

待
ち
に
待
っ
た
西
海
岸
道
路
が
開
通
し

ま
し
た
。
開
通
前
の
ラ
ン
&
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
人
が
参
加

し
、
取
材
で
素
敵
な
笑
顔
に
た
く
さ
ん
出

会
い
ま
し
た
。
青
い
空
に
青
い
海
が
広
が

る
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
来
年
に
は
大

型
商
業
施
設
も
誕
生
。
今
後
、
こ
の
道
路

を
訪
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
ま
れ
る
場
所
に
な
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
私
、
広
報
担
当
続
投
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
今
年
度
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
上
江
洲
） 

豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
た
る
ペ
ー
ジ
は

見
ま
し
た
か
？
広
報
担
当
の
み
ん
な

で
編
集
し
な
が
ら
「
こ
れ
が
い
い
な
、
あ

れ
が
い
い
な
、
ど
れ
で
も
嬉
し
い
な
♪
」

と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
浦
添
市
民
限
定

の
企
画
で
す
！
懸
賞
当
た
っ
た
こ
と
な
い

人
も
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ね
！
た

く
さ
ん
の
応
募
待
っ
て
ま
す
。　
（
内
間
）

今
回
は
7
0
0
号
と
い
う
こ
と
で
過
去

の
広
報
誌
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
広
報
担
当
の
個
性
が
出
て
い

て
、
す
ご
く
読
み
応
え
が
あ
り
、
そ
の
時

代
な
ら
で
は
の
話
題
や
驚
く
よ
う
な
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
広
報
担
当
が

カ
メ
ラ
を
向
け
た
と
き
は
ぜ
ひ
笑
顔
を
お

願
い
し
ま
す
！　
　
　
　
　
　
　

 

（
棚
原
）

実
は
異
動
が
決
定
し
ま
し
て
、
広
報
担

当
か
ら
外
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
、そ
れ
を
記
事
起
こ
し
し
て
、

上
司
に
叱
ら
れ
て
…
の
２
年
間
で
し
た
が
、

気
が
付
け
ば
面
白
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て

笑
っ
て
ば
っ
か
り
い
た
こ
と
を
、
振
り
返
っ

た
と
き
に
気
付
き
ま
し
た
。
次
の
異
動
先
は

決
し
て
楽
な
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誠

心
誠
意
努
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
お
会
い
し
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　

   

（
玉
城
）

7
0
0
号
記
念
企
画
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？
寂
し
い

で
す
が
、
今
月
号
で
私
は
編
集
担
当
を
卒

業
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
企
画
や
特
集
、

R
O
A
D
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
！
編
集
作
業
を
通
し
て

関
わ
る
こ
と
の
で
き
た
た
く
さ
ん
の
方
と

読
ん
で
く
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪　

（
當
銘
）

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
く
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
（
水
）
午
後
７

時
～
午
後
９
時
（
開
場

：

午
後
６

時
30
分
）

場
所　

て
だ
こ
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル※係名など詳細については、ホームページをご覧ください。

総務部

財務部

福祉健康部

教育部

こども未来部

市民部 市民協働・男女共同参画課

教育部 施設課

指導部 学校総務課

福祉健康部　いきいき高齢支援課

教育部 教育総務課

福祉健康部 障がい福祉課

こども未来部 こども家庭課

教育部 文化スポーツ振興課

教育部 文化財課

予防係 →健康づくり課へ

母子保健係 →こども家庭課へ

こども未来部 こども政策課（新設）

　　　　　　－
（こども政策課が業務を引き継ぎます）
　　

総務部

福祉部

健康部

教育部

文化部

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

介護保険課

地域支援課

教育総務課

生涯学習振興課

福祉給付課

児童家庭課

社会体育課

文化課

こども健康課

こども政策室

子育て支援室

部の分化

部の統合

部の新設

課の新設

課の統合

課の名称
変更

課の廃止

室の廃止

変更理由 旧 新

行政改革推進室（内線 2412）

市役所の一部組織が変わります。
４月１日から



国民医療費は40兆円を超え、毎年１兆円規模で増大しています。
そして団塊世代が高齢者になっていくにつれ、現役世代の負担が大きくなりつつあります。

❶ 加入者の年齢構成が高く医療費が増え続けている。

増え続けている医療費に加え、市内国保加入者の所得水準は低く、
加入者にとってその負担はとても大きいものとなっています。

❷ 所得水準が低く、保険税の負担が重い。

❸ 財政運営が不安定になるリスクの高い小規模保険者が多く、
　　財政赤字の保険者も多く存在する。

これまでの国民健康保険にはいくつかの課題がありました。

このことから、国は「持続可能な医療保険制度を構築するための国民
健康保険法等の一部を改正する法律」を成立させ、平成30年4月から
沖縄県も市町村と共に国保制度の運営を担うことになりました。

❶国から約 3,400 億円の公費拡充が行われ、財政支援に充てられます。
❷保険証はこれまで通り浦添市から発行されますが、沖縄県と表記されます。
❸県内であればどの市町村に引っ越しても、高額療養費の上限額支払回数が引
　き継がれます。そのため、経済的な負担が軽減されます。
　※引っ越し前と世帯が異なる場合は引き継がれません。ご注意ください。

国保に加入する対象者は変わりますか？A
Q これまでと変わりません。そのため、現在国保に加入している人が
改めて加入の手続きをする必要はありません。

国保の窓口は変わりますか？A
Q これまで通り、浦添市で行います。保険税の決定・通知、
保険証の交付、各種届出の窓口に変更はありません。

私たち市民にとって
どう変わる？

Q&A

主
な
変
更
点

主
な
課
題
点

平成30年4
月から　国民健康保険は

沖縄県との共同運営に変わります。

詳しくは
▼こちらへ

【問い合わせ】 浦添市健康保険課（内線3717～3725）

〈わからないこと、困ったことがあれば、国民健康課保険課までご相談ください。〉

見
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。
発

行
／

浦
添

市
  〒

9
0

1
-2

5
0

1
　

沖
縄

県
浦

添
市

安
波

茶
1

-1
-1

  編
集

　
 ／

国
際

交
流

課
（

代
）
☎

8
7

6
-12

3
4（

内
線

2
613･2

614
）

　
印

刷
／

文
進

印
刷

株
式

会
社

こ
の

印
刷

物
は

地
球

環
境

に
優

し
い

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。


